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阪田知樹さん応援レポート
シンフォニー・ブランチコンサート Vol.4

ショパンとスクリャービン 阪田知樹
2015年８月27日（木）

ザ・シンフォニーホール(大阪市）

若きピアニストによるシリーズ・コンサート

「シンフォニー・ブランチコンサート」、

大阪の「ザ・シンフォニーホール」を舞台に、若
きピアニストたちが、ソロ・コンサートを連ねて
いく。
『一つの壮大な組曲』と、紹介されるこのコン
サート、今回はシリーズ４回目。

第１回：関本昌平さんによる「オール・ショパン」
で幕を開けたこのシリーズ、

阪田さんは、その流れを汲んだショパンのエ
チュード、及びスクリャービンの名曲を選曲。

『‥‥‥第4弾にむかえる驚異の新星・阪田知

樹は、菊地（注：第３回の奏者）のショパン「エ
チュードOp.25」全曲に、同じショパンの「エ
チュードOp.10」全曲という粋な返歌で応じてみ
せた。

下の句には、彼が＜特別な位置を占める作曲
家＞と常々語るアレクサンドル・スクリャービン。

ショパンに憧れ、独自のスタイルを貫いた没後
100年のロシアの巨匠は、阪田のライフワーク。

どんな音の戯れを見せてくれるか、一瞬たりと
も気が抜けない。 2015年、ザ・シンフォニー

ホールのステージで、若人たちの連歌は続い
てゆく…』

（『 』内コンサート・フライヤーより引用）
会場の「ザ・シンフォニーホール」は、日本
初のクラシック音楽専用コンサートホール。
クラシック音楽に最適とされる「残響2秒」

の実現のために、英知を注いで設計され
たホールである。

音響の美しさには定評があり、 1982年の

開館以来、内外の多くのアーティストに愛
されてきた。

カラヤンに『ウィーン楽友協会大ホールに
比肩する』と言わしめたここシンフォニー
ホール。

満を持して演奏される、阪田さんのショパ
ンとスクリャービンに期待が高まる。

会場のザ・シンフォニーホール。
アールの外観も美しい。
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『超絶技巧』を要する難曲を次々と

後半は、阪田さんが『ライフワーク』と位置付
けるスクリャービンの３曲。

まず代表曲のひとつである「２つの詩曲」に。
続いて、「幻想曲ロ短調」、「ソナタ第４番嬰
ヘ長調」と、いわゆる『超絶技巧』を必要とす
る難曲を弾きあげる。

テクニックの凄さに加えて楽曲に対する深い
造詣がうかがわれ、「ブラボー！」の声が飛
び交う客席。

アンコールで披露されたのは、
再びスクリャービン。「エチュード『悲愴』」。

万雷の拍手の中、マイクを片手に阪田さん登
場。

『・・・平日昼間のコンサートなのに、多くのお
客様にいらしていただいて、うれしく、また光
栄に思います。演奏者としてモチベーションも
上がります。本日は素晴らしい時間を過ごす
ことができました。ありがとうございまし
た・・・』とご挨拶。

「シンフォニー・ブランチコンサート」、平日の
お昼前からという時間設定にも関わらず、
多くの方々が来場。

「阪田さんのスクリャービン、初めて聴くの
で楽しみです！」と、プログラム後半に予定
されるスクリャービンの演奏を心待ちにする
ファンの方も。

ホール内部。
ザ・シンフォニーホールホームページより転載

阪田さん登場。
演奏は、ショパン「12の練習曲 作品10」

で始まる。第１回から、『組曲』もしくは
『連歌』 のように引き継がれてきたショ
パンの調べ。12曲を全曲を一気に奏で

る豪華版である。華やかな曲、軽快な曲、
阪田さんの演奏に聴き入る聴衆。

「ブラボー」の声が飛び交うなか、阪田さ
ん自身による、挨拶と次曲の紹介が始ま
る。

気さくな語りに客席がぐっと惹きつけられ
ところで、次の曲、ショパンの「英雄ポロ
ネーズ」。指の動きが客席を圧倒する。



3

スクリャービンへの深い理解のもとに

途切れぬ拍手に阪田さん再び登場。

客席にいらしたピアニスト関本昌平さんを舞台
にお呼びし、お二人のトークが始まる。

関本さんは、この「シンフォニー・ブランチコン
サート」の初回の奏者。当日、開演前に行わ
れましたプレセミナーの解説もご担当。

プログラム後半のスクリャービンの「幻想曲」
が話題にのぼる。

関本さんから『・・・いや～、「らしくない」という
か、彼自身「弾くことはないかな」と言っていた
曲なんですよ・・・」と裏話が披露されました。

たしかに、コンサート前、阪田さんのFacebook

には、『大好きなスクリャービンであっても「幻
想曲は一生弾かない！」とあれほど言ってい
たのにここのところ練習を始めている。
人生何があるかわからないものです。(笑)』と
の投稿が。

『・・・僕自身「（スクリャービンが）なぜ幻想
曲？ いい曲だとは思うけど、たぶん一生弾か
ない」と思っていたんです。
なのに今日、弾いてしまいました・・・』

飄々とした阪田さんの語り口に、客席から笑い
声が上がる。

『・・・スクリャービンは旋律が不鮮明な作品が
多いのですが、この「幻想曲」は旋律がはっき
りしていて、ロマンチックな香りが強く出ている
作品なんです。嫌いじゃないんですが、「弾くこ
とはないかな」と思ってました。

でも今日はお昼間の時間帯ですし、多くの方
に聴いていただきたいという思いから選曲しま
した・・・』。

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

『ショパンのエチュードで始まり、スク
リャービンのエチュード（アンコール曲）で
締める』という粋な構成。

終演後、阪田さんはファンの方々とのお
茶会へ。
ひとことをもらうことはできなかったが、
阪田さん自身のFacebook投稿によると

『・・・個人的には、ショパンエチュード作品
10-6とスクリャービンの詩曲とソナタ4番が
よかったかなぁ？笑。皆さま如何でしたで
しょうか？・・・』とのこと。

阪田さん、素敵な演奏でした。
「幻想曲」も。加えてトークも。
また聴かせてください！

〈演奏された曲目〉
ショパン: 12の練習曲作品10全曲「別れの曲」「黒鍵」「革命」他
ショパン：ポロネーズ第６番変イ長調「英雄」作品53
スクャービン：２つの詩曲作品32
スクリャービン：幻想曲ロ短調作品28
スクリャービン：ソナタ第４番嬰ヘ長調作品30
＜アンコール曲＞
スクリャービン：エチュード「悲愴」作品８の12
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【当日配布プログラム（表紙）】
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【当日配布プログラム（１、２ページ）】
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【当日配布プログラム（裏表紙）】


